
市の考えを問う

寺岡　公章

こ
れ
か
ら
の
行
政
と

市
民
団
体
と
の
協
働
に
つ
い
て

第 2 回定例会 一 般 質 問

コロナ禍前 市民団体と協力したイベントブース

問  

多
く
の
部
署
が
さ
ま
ざ
ま
な
市

民
活
動
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
こ
こ
一
年
半
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
市
民
団
体
が
思
う
よ
う
に
活
動
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
制
約

の
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
的
役
割
の

理
念
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
承
し
て
い
け
る

よ
う
フ
ォ
ロ
ー
で
き
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
い
ま
例
年
並
み
の
人
事
異

動
で
あ
る
べ
き
か
疑
問
で
す
。
市
民

と
直
接
つ
な
が
っ
て
き
た
職
員
の
交

代
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
信
頼
を

再
構
築
す
る
場
面
も
時
間
も
見
当
た

ら
ず
、
結
果
、
協
働
の
取
り
組
み
に

隙
間
が
で
き
て
し
ま
い
、
異
動
の
目

的
で
あ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
は

逆
に
向
か
い
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
協
働
の
関

係
は
こ
れ
ま
で
同
様
に
維
持
さ
れ
ま

す
か
。

答  

市
は
、
各
市
民
団
体
の
状
況
に
応

じ
た
活
動
継
続
へ
の
支
援
を
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
本
年
３
月
に
自
治
会
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
自
治
会
運
営
の
ノ

ウ
ハ
ウ
の
共
有
や
継
承
の
一
助
に
な
れ

ば
と
各
自
治
会
に
配
付
し
ま
し
た
。
教
育

委
員
会
で
も
、
文
化
協
会
や
体
育
協
会
な

ど
に
対
し
、
担
当
職
員
が
定
期
的
に
連
絡

を
取
り
、
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

で
、
活
動
が
途
絶
え
な
い
取
組
を
し
て
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、
組
織
と
し

て
、
人
事
異
動
に
よ
る
影
響
を
最
小
限
に

す
る
仕
組
み
が
大
切
で
あ
り
、
職
員
が
人

事
異
動
を
通
じ
て
得
た
経
験
や
能
力
を
、

将
来
に
わ
た
っ
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
い
う
形
で
還
元
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
踏

ま
え
た
市
民
団
体
と
の
新
た
な
連
携
や

協
働
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
考
え
て
い

き
ま
す
。

寺岡　公章
●�これからの行政と市民団体との協働について

小田上　尚典
●市役所をもっと明るくするために
●DXをどのように捉えていますか？

賀屋　幸治
●�大竹地区の浸水対策について

原田　孝徳
●市営住宅のガス料金と保安について
●公民館の清掃委託料について

日域　究
●�保育所の増設ばかりで、労働施策がなおざりの
少子化対策をどう思う
●公共用地の買収に際し確定測量をしていますか

山本　孝三
●新型コロナワクチンの接種について
●土地利用規制法について

令和 2 年 9 月撮影
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小田上　尚典

賀屋　幸治

市
役
所
を
も
っ
と

明
る
く
す
る
た
め
に
。

Ｄ
Ｘ
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
ま
す
か
？

第 2 回定例会 一 般 質 問

　

Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
浸
透
が
人
々
の
生
活
を
あ
ら
ゆ

る
面
で
よ
り
良
い
方
向
に
変
化
さ
せ

る
こ
と

„
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
概
要
〝
総
務

省
よ
り
引
用

解説

大
竹
地
区
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て

問  

市
役
所
は
日
常
生
活
で
頻
繁
に

訪
れ
る
こ
と
の
な
い
場
所
で
す
。
そ

ん
な
場
所
だ
か
ら
こ
そ
職
員
の
対
応

や
接
す
る
機
会
が
と
て
も
重
要
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
庁
内
で
迷
っ
て
い

た
り
、
不
安
を
抱
え
な
が
ら
来
庁
さ

れ
て
い
る
方
に
対
す
る
心
遣
い
と
し

て
、
で
き
る
こ
と
は
今
よ
り
積
極
的

な
応
対
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

答  

市
役
所
に
来
ら
れ
た
方
が
迷
わ
れ
な

い
よ
う
、
積
極
的
な
声
か
け
の
ほ
か
、
案

内
表
示
の
工
夫
や
分
か
り
や
す
い
説
明
な

ど
を
よ
り
一
層
心
が
け
て
い
き
ま
す
。
来

庁
さ
れ
る
方
の
目
的
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
の

で
、
そ
の
方
の
ニ
ー
ズ
や
思
い
に
沿
っ
た

応
対
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問  

Ｄ
Ｘ
で
市
民
の
利
便
性
の
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
ま
す

か
？
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
先
に
あ

る
新
し
い
事
業
を
生
み
出
す
こ
と
が

Ｄ
Ｘ
だ
と
考
え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
ま
す
か
？

答  
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
こ
と
自
体
が
目
的

で
は
な
く
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
っ
て
一
人
一
人
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
べ
る
よ

う
に
な
り
、
結
果
的
に
暮
ら
し
や
す
さ
や

幸
せ
に
つ
な
が
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
国

の
計
画
に
沿
い
つ
つ
、
他
の
市
町
の
動
向

や
良
い
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
市

に
と
っ
て
有
効
な
取
組
と
な
る
よ
う
進
め

て
い
き
ま
す
。

問  

大
竹
地
区
の
浸
水
対
策
に
つ
い

て
昨
年
12
月
に
地
元
14
自
治
会
長
か

ら
早
期
実
現
に
向
け
陳
情
が
出
さ
れ

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
町
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
の
現
計

画
で
は
既
設
水
路
を
分
水
し
バ
イ
パ

ス
管
路
布
設
の
た
め
の
新
設
道
路
（
幅

員
9
・
0
m
、
延
長
４
８
０
ｍ
）
が
必

要
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
道
路
の
用
地
買
収
に

は
地
権
者
の
協
力
が
必
要
で
完
成
時
期

は
不
透
明
で
す
。
そ
こ
で
、
浸
水
対
策

の
早
期
実
現
の
た
め
に
用
地
買
収
が
不

要
で
事
業
実
施
が
可
能
な
方
法
と
し
て

大
竹
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
地
下
に
一
時

的
に
雨
水
を
貯
留
す
る
地
下
式
調
整
池

の
整
備
を
提
案
し
ま
す
。
同
様
の
施
設

は
岩
国
市
が
平
成
26
年
度
か
ら
30
年
度

に
か
け
て
室
の
木
地
区
浸
水
対
策
事
業

と
し
て
麻
里
布
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
地

下
に
整
備
済
み
で
す
。

答  

道
路
整
備
を
不
要
と
す
る
こ
と
に
着

目
し
た
、
大
竹
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
地
下

に
雨
水
貯
留
施
設
を
整
備
す
る
と
い
う
提

案
で
す
が
、
こ
れ
は
大
き
な
貯
留
池
で
一

時
的
に
雨
水
な
ど
を
貯
留
す
る
こ
と
に
よ

り
、
大
雨
時
の
ピ
ー
ク
流
出
量
の
削
減
が

見
込
ま
れ
、
浸
水
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が

る
方
法
の
一
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
浸
水
対
策
は
、
雨
水
の
流
出

量
を
水
路
や
ポ
ン
プ
場
な
ど
に
よ
り
支
障

な
く
排
水
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
市

と
し
て
は
、
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
浸
水

対
策
の
基
本
に
従
い
、
引
き
続
き
新
町
雨

水
排
水
ポ
ン
プ
場
と
こ
れ
に
至
る
水
路
な

ど
の
整
備
に
よ
る
雨
水
排
水
対
策
を
主
体

と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
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市の考えを問う

日域　究

原田　孝徳

市
営
住
宅
の
ガ
ス
料
金
と
保
安

に
つ
い
て

さかえ公民館と市営住宅６号棟

市の考えを問う

日
本
も「
真
」の
少
子
化
対
策
を

土
地
買
収
時
に
確
定
測
量
の
実
施
は
？

公
民
館
の
清
掃
委
託
料
に
つ
い
て

問  

入
居
者
に
ガ
ス
業
者
を
選
択
す

る
権
利
が
な
い
た
め
、
管
理
す
る
市

に
そ
れ
を
す
る
責
任
が
あ
る
。
実
際

６
号
棟
は
、
で
き
る
限
り
料
金
が
安

く
、
安
全
性
の
高
い
業
者
を
公
募
で

選
定
。
公
平
性
確
保
の
上
か
ら
も
６

号
棟
以
外
も
公
募
す
べ
き
。
ガ
ス
業

者
を
市
が
選
定
す
る
こ
と
は
、
ガ
ス

事
業
法
上
全
く
問
題
な
く
、
会
計
法

上
は
む
し
ろ
推
奨
。
出
来
な
い
理
由

は
何
か
。

答  

市
営
住
宅
の
ガ
ス
料
金
や
ガ
ス
事

業
者
の
変
更
は
、
入
居
者
と
ガ
ス
事
業
者

の
間
で
の
契
約
で
あ
り
、
今
後
も
、
市
が

関
与
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
ガ
ス
に
つ
い
て
は
ガ
ス
事
業

者
の
責
務
で
管
理
運
営
さ
れ
て
お
り
、
市

は
市
営
住
宅
の
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め

ま
す
。

問  

公
民
館
に
お
け
る
清
掃
の
適
正
時

間
は
、
現
場
で
の
実
感
と
民
間
の
清
掃

業
者
の
見
積
り
か
ら
も
二
時
間
か
ら
二

時
間
半
と
想
定
で
き
る
が
、
そ
れ
を
基

準
に
考
え
る
と
、
年
間
１
１
１
万
８
千

円
と
い
う
委
託
料
は
高
額
で
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答  

公
民
館
な
ど
の
清
掃
業
務
は
、
速

さ
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
清
潔
に

保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
ま

す
。
以
前
、
委
託
先
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
変
更
し
た
こ
と
で
、
委
託
料
を

約
半
額
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
だ
し
、
公
金
を
使
っ
た
委
託
料
で
す
の

で
、
金
額
に
つ
い
て
は
今
後
研
究
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

問  

驚
異
的
な
少
子
化
に
対
し
、
児

童
手
当
の
充
実
、
保
育
料
無
償
化
、
保

育
所
増
設
な
ど
の
対
策
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
11
時
間
も
子
ど
も
を
預
か
る

の
は
世
界
中
で
日
本
だ
け
。
先
進
国
の

保
育
所
は
夕
方
に
は
閉
じ
ま
す
。
日
本

も
子
育
て
中
の
方
の
短
時
間
労
働
と
所

得
補
償
で
団
ら
ん
の
あ
る
子
育
て
環
境

を
。
国
の
施
策
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市

長
の
感
想
を
伺
い
ま
す
。

答  

収
入
を
上
げ
る
た
め
に
長
時
間
働

き
、
そ
の
た
め
に
子
ど
も
を
保
育
所
に
預

け
る
家
庭
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
、
保
育

時
間
を
延
ば
す
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
国
民
性
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
子

ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
社
会
体
制
や
風

土
を
、
国
全
体
で
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

問  

市
が
民
地
を
買
収
す
る
と
き
隣
地

所
有
者
の
立
会
を
求
め
て
境
界
を
確
定

さ
せ
る
、
と
多
く
の
手
引
書
に
書
い
て

あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
地
積
測
量
図

が
法
務
局
に
登
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の

も
あ
り
ま
し
た
。
境
界
確
定
の
上
で
測

量
を
し
て
い
ま
す
か
。

答  

事
業
用
地
な
ど
を
取
得
す
る
時
は
、

境
界
立
会
を
実
施
し
、
確
定
測
量
を
行
っ

て
い
ま
す
。
地
番
の
一
部
を
買
収
す
る
た

め
に
新
た
な
地
番
を
付
す
必
要
が
あ
る
時

は
、
買
収
部
分
の
地
積
測
量
図
を
添
付

し
、
法
務
局

に
分
筆
登
記

し
て
い
ま
す

が
、
地
番
の

一
筆
全
部
を

買
収
す
る
時

は
、
地
積
更

正
登
記
を
行

わ
ず
に
所
有

権
移
転
登
記

を
行
っ
て
い

る
現
状
が
あ

り
ま
す
。
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ワ
ク
チ
ン
接
種
の
計
画
は

土
地
利
用
規
制
法
に
つ
い
て

山本　孝三

問  

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
「
決

め
手
」
と
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

状
況
に
つ
い
て
、
大
竹
市
は
案
内
で

も
早
く
か
ら
取
り
組
ま
れ
、
年
令
、

接
種
な
ど
優
先
順
に
計
画
、
予
定
通

り
進
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
現

状
・
問
題
点
な
ど
お
伺
い
し
ま
す
。

答  

医
療
関
係
者
の
御
尽
力
も
あ
り
、
令

和
３
年
６
月
10
日
時
点
で
の
65
歳
以
上
の

方
の
１
回
目
の
接
種
状
況
は
、
約
49
％
で

す
。
７
月
末
の
完
了
を
目
指
し
て
努
力
し

て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
な
ど
不

明
な
点
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
の

安
心
の
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
一
刻
も

早
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
大
竹

市
医
師
会
、
広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー
と
協

力
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

問  

米
軍
基
地
な
ど
「
重
要
施
設
」

と
さ
れ
る
土
地
の
利
用
状
況
を
調

査
・
監
視
・
制
限
す
る
土
地
利
用
規

制
法
が
国
会
で
法
制
化
・
施
行
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
関
係
自
治
体

で
あ
る
大
竹
市
に
政
府
に
よ
る
、
伝

達
・
対
応
等
に
つ
い
て
指
導
が
あ
り

ま
し
た
か
。

答  

現
時
点
で
国
か
ら
具
体
的
な
内
容

は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
事
前
協
議
も
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
、
国
か
ら
詳
細
が
示
さ
れ

た
際
は
、制
度
の
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、

適
切
に
対
応
し
ま
す
。

議　案　な　ど
細
川
雅
子

藤
川
和
弘

原
田
孝
徳

小
中
真
樹
雄

中
川
智
之

小
田
上
尚
典

賀
屋
幸
治

北
地
範
久

西
村
一
啓

和
田
芳
弘

網
谷
芳
孝

児
玉
朋
也

山
崎
年
一

日
域　
究

寺
岡
公
章

山
本
孝
三
審議結果

議案第39号 押印を求める手続の見直しに伴
う関係条例の整備について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第40号

デジタル社会の形成を図るため
の関係法律の整備に関する法律
等の施行に伴う関係条例の整理
について

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第41号 大竹市上下水道料金審議会条例
の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第43号 令和３年度大竹市一般会計補正
予算（第２号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

意見書案 
第1号

日本政府に核兵器禁止条約への
署名・批准を求める意見書の提
出について

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 棄 ○ ○ 原案可決

この表は本会議で採決のあと、本人の申告にもとづいて作成したものです。
―: 議長　○ : 賛成　●：反対　欠：欠席　棄：棄権

第２回市議会（定例会）　議案の審議結果表（主な議案）
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